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冬　山　の

冬山の気象について御依頼がありましたが短い紙面で

高度な話をするのは誤解のもとですから･ここでは私の

経験を語らせて頂きたいと思います｡冬山に入られる万

々は是非ともラジオ天気図を利用して頂きたいものです

私共気象庁山岳部を始め多くの山岳会の皆様はラジオ天

気図を利用して居られるし､登山界の大勢もその方向に

向いつゝあることは最早くつかえす事の出来ぬ現状とな

ってしまいました｡未だ描けない万々のためには山の気

象研究会で時々初級天気図講習会を開いていますし､パ

ンフレットも発行されています｡以下の記執ま天気図を

見乍ら読んで下さい｡

さて私共フルムクラブの6人は昭和29年12月28日の夜

薪衛のネオンをあとに壮途に出発です｡新編駅頭で先づ

22時(当時は45分)のラジオ天気図を描いて見ますと日

本海に低気圧もくるり､その前方は高圧部となっているの

で北了は晴れている筈です｡ 29日朝の大糸両線の窓には

朝日に輝やく後立山連峰の白い姿が聖まれました｡よく

見ると巻雲､巻層雲､層積雲が三段構えになって後立山

連峰の上に庇のように出ています｡これは高圧部で晴れ

ていでも上層凪は常に西風で､それが稜線を越える時に

山体の影響で上昇気流となり､雲が発生しているのです

然し山脈を越えた後は下降気流となるために松本､大町

問の盆地の上では晴れて青室となっているのです｡当時

は大町で長い連絡待ちがあったので山前呼物館を訪れる

のも私達の楽しみでした｡四谷で下車､丸五さんの家で

パッキングをして歩き出しました｡

天気図を見れば日本海に低気圧があり､その前面の高

圧部で晴れているわけでこう云った晴はやがて低気圧の

寒冷前線の通過と共に吹雪となるのか常ですo 13時出発

二俣発竃所からスキーをはきました｡ 20時頃から雪が降

り始めましたが､これは寒冷前線が通過した証拠となる

わけです｡私共は荷の重さに苦しみ22時に漸く猿倉小屋

に辿りつきました｡当時はまだ丸太小屋でした｡寒冷前

縁が通過後少くも一日は吹雪が続くのか普通だから明日

は吹窒たし細野まで荷をとりに戻る事になりました｡

30日　4人は細野に逆ポッカに行き､私と北村君がス

キーで偵察に出ます｡ブナの林の中を抜けて猿倉台地に

出ると地ふふきが烈しく､数米先も見えません｡私共は

全身雪だるまになり､潅木につられた赤布の日印等何の

役にも立たず､地形は皆目判らず､リングワンデルング

をやっていました｡尾根の取り付点だと云ってテントを

デポして戻ったのですか､それが翌日見れば何と平地の

真申で然もコースより100米も離れていたのにはあきれ

てしまいました｡何しろ大自然の偉力に対しては人間は
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意外に無力なもので､こう云う時に気象遭難が起ること

が判りました｡

夜22時の天気図を描いて見て気圧傾度が弛みはじめ明日

は吹劃ま弱まるだろうと想像されましたo

実は移動商となって晴れてしまったのですが､移動高が

千切れて来るかどうかは天気図のみからは削り難いこと

が多く､この場合室を見ると晴れている書が多いので､

比の晩も小便をしに小屋を出ると木の梢に半月がかゝっ

ていました｡

31日　吹雪が弱まる程度かと思っていたところ､移動

高の串にすっぽりと入ってしまったのて終日快調に恵ま

れました｡ 5人でスキーで出発､猿倉台地に出ると山々

は裏白に輝いています｡渥木の中に赤福が点々と見え､

方角等は一々考えなくても道を誤る心配は少しもありま

せん｡昨日の事は嘘の様で天候の恐ろしさが感じられま

した｡デブリを越えて中山沢に入り､日がかげり出した

ので雪崩の心配も少くなり､ワカンにはぎがえて中山沢

を登り､夕万雷の中にClとしてカマボコテントを張り

ました｡此の頃から岡が強くなり､小日向山の稜線には

雪煙が立ちはじめました｡

風力は筆陣線の間隔に逆比例します｡移動高の真申で

ば等圧線の間隔は広く､気曙傾度がないから無敵となっ

ています｡然るに風が出始めたのだから､移動高はもう

去りつつ参る事が削るのです｡夜天気図をとると寒冷前

線が南下中で参り､明日は必ず吹雪が予懸されました｡

ラジオで除夜の鐘をきゝながら渡ました｡後に他の山岳

会がこゝでテントこと雪捌こめって遭難しています0

1月1日　朝テントから出て見ると下界は雲海で東の

空は晴れているが､頭上には巨大な雲の暁が主稜線から

撮り出して居り､雲海の上を片積雲が飛んで荒れ模様で

す｡こう云う室模樹ま低気圧の暖域に特有なもので､特
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に雲が速いのは寒冷前線通過です｡やがて白馬本性に滝

雲が現われました｡オバーシューズをはきアイゼンにワ

カンを裏返しにつけ早く出発しました｡尾根を少し護る

と広場に出てこゝから中山沢源流のルンゼに入りました

10時頃より雪が降り出しましたo此のルンゼは個々急で

バケツのようなステップを掘り､ストックを水平にして

体を支え､ステップを耕さぬように登りました｡こんな

冒険はすべきでない事が後に判りました｡細い尾根に出

ると雪は風に飛ばされていて大してもぐりません｡しか

し雪のため硯j酌ま全く悪く度々迷い乍ら､左下に白きな

樺の大木を発見､そ､D空疎へと下りました｡こゝは全く雪

のプールの様なもので醸造もぐります｡こゝは樺平と呼

ばれている所です｡ここから双子尾根は本格的な雪按と

なって屠り､そこを登り､岩稜となる下に　C3の雪洞を

掘る事としました｡吹雪は激しく､寒さは誓いし､雪の

壷も少いし､個々うまく行かす､内部の経路ま-80C以

上には昇りませんでした｡私は其の後度々雪洞を掘りま

したが､うまくやれば-2ccから-5cc位までは容易で

-50C位が一番快適でした｡ラジウスで炊韓をすると澱

鷲が発生し､壁に霧氷が出来たのも面白いものでした｡

2日は目をざますと入口は埋められていました｡天井

は沈下して座っても頭がつかえ､ローソクの穴や雪の戸

棚等が谷側に傾き､雪洞全体が谷にづり落ちる傾向を示

していました｡昨夜のラジオ天気図から西高東低は当分

続くものと考え減食を始めました｡一日中雪が降り続き

スコップで除雪や天井壁の削り直しに過ごしました｡

3日になると入口は殆んと完全に埋められ､文字通り

雪原の穴と化しました｡これは降り積る雪もさる事乍ら

吹き飛ばされた地ふぶさが埋めるので､このために例え

晴れていても雪洞やテントが埋められる事は珍らしくあ

りません｡二人が逆ポッカに下ろうとしましたが､胸ま

で埋まってしまい､雪蛇が多いので引き返し､終日除雪

に終りました｡このように田が降り続いている間は雷が

落ちつかず胸迄もぐるし､重陽の危険もあるので決して

動くものではありません｡夕方一寸下界が見えました｡

冬山では天気図は西高東低なのに下界が見え出すことが

しばしばありますoこれは気圧傾度が弱まって西風が弱

まるためで､大低は晴れる前徴なのです｡夜に入っで吹

雪は猿烈になり､入口から粉雪が吹き込んで､シュラー

フの上にも積もり､ 4人はそれこそ天ぷらの様になって

しまいました｡これは上層の谷が接近して､風向が南よ

りに変ったためです｡冬の北アでは風向が西乃至西北西

の時は吹雪ですが､上層の谷の前面で西高西になると晴

れて来るのか普通です｡気分的にあせりが出て第三夜と

もなれば個々脹れないものです｡それに明日晴れると云

う確信も難かしかったのです｡

4日漸く待望の日の出がやって来ました｡見下ろせば
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天　　気　　図

足元から走り下る尾根はナイッリフジとなって､一歩踏

み出せば胸迄もぐります｡又風向変化のため雪面が今迄

と反対側に張り出しています｡山々は岩壁までが黄白に

輝き､やはり来てよかっだと思わずには居られません｡

稜線は時々突風が来て雪煙を勃ず､それは巻雲のような

形をして居り､巻雲もこのような雪片から成り立ってい

る事を思わせます｡ 9時のラジオ天気図を描いて見ては

じめて日本海上にぽっかりと旋風が発生したために晴れ

た事が判りました｡天気図に見るように旋風の暖域は高

圧部になっているために晴れるのです｡然し旋風の寒冷

前編通過と共に猛吹雷がやって来る郭ま当然で､それま

でに仕事をしてしまわぬはなりません｡このような暖域

の時の特徴は雲の多いことです｡殆んと総ての稜線の東

側には片精嚢が発生し､稜線上の西風に頂き東側に廊か

せでいます｡雲が見えるのは､檎東榎､不帰乗積､八万

尾根､遠見尾根､浅間､志賀､飯縄､乙妻帯妻､焼､火

打妙高等の殆んと総ての山の東側です｡それと頭上に巻

雲が出ています｡このような空模様の時は旋風の暖域と

判断してよいでしょう｡ (この写真は箆日グラフ11月20

日号に出ていますから是非御参考にして下さい｡ )富士

南ア､中ア､八ガ岳等は朝日にシルエットになっていま

す｡寒冷前線通過は夜と想定して､北村､芳野(満彦)
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両氏を白馬本峯往復に送り出し､私共は樺平のC2に下

りました｡

間もなく旋風の温暖前線が近づき巻尾要が-緑を画し

て西から押し寄せ､続いて高層雲が龍がり始め1僻には

日本海にまで遷してしまいました｡このように巻庫裏､

高層雲と確実に量って来るのは旋風が論い証勤ですo

夕方になると寒い風が吹き始め下界には層積雲の雲海が

大河の如く押し寄せて来ました○樺平に張られたウイン

パーは3日間の空腹､寒さの雪洞から来たものにとって

は天国の様で､シャツ一枚になってスギヤキに舌鼓を打

ったものです｡夜になると月がぼんやり見えましたが､

2､ 3時頃ゴーッと突風が鳴って､やがて殻がテントを打

ち始めました｡いよいよ寒冷前線通過です｡

5日昨夜からの雪は静かに積もって行きます0　9時頃

C3の3人が合図をして下って行きました｡この時はラッ

セルも膝以下の線でした｡私共3名はくづぐづして居り

11時になってやっとテントを畳んだ時には樺平は再び雪

のプ_ルとなってしまいました｡胸迄のラッセルで･す

くそこの大木まで歩くにも20分もかゝります｡些かあわ

て気味でテントを大木の根元にデポしてしまいました｡

是は実に冒険でした｡猶も胸迄のラッセルに苦しみ稜線

に辿りつき､それからは膝位になりました｡前日のルン

ゼに差しか､りました｡雪はルンゼを真ともに吹き上げ

て来て眼もあけぬ｡先頭から何気なくルンゼに入ってし

まいました｡降り積った雪は忽ち表層雪間となり､吾々は

ルンゼ中を落ちて行きました｡泳いでいるとエレベータ

ーに乗った様な気分です｡途中で偏っては又流され･最

後に前日の雪原でギュツと緊めっけられて停止しました

沢が凍っていて新雪が少いから助かったのでしょう｡

後に嶺山岳会がやられたのは比の下方に当っています｡

吹雪で一寸先も判らないまゝに3名は逃げるか細く夢中

で走り下りましたo大分下って雲の下に出てから誤って

長走沢に下ってしまった劃こ気付きましたoブナ林の中

を中山沢まで戻るのか大変でした｡夕闇迫る頃Clを発

見しましたが､これはC3より下った3名が徴収したあと

でした｡比の辺は積雪2米に及びカマポ裏は完全に埋も

れていたそうです｡力の弱い私はがっかりしてしまい､

トボト京と中山沢を下りました｡ 23時になって漸く全員

熊郵こ横倉小屋B Hに下りました○西高東低と云っても

猿倉小屋附近では雪が静かに降っているだけでした｡

6日は昨日に勝る大雪となりました｡大体強い旋風の

通過後寒冷前線は二段三段になっているのか普通で･第

_波の通過した翌日位が一番大割こなるようです｡この

日は私と満彦氏以外は昨日のデポを取りに戻り､私共は

Y山岳会の重傷者の手当と搬出の手伝をやりました｡こ

れらの人々は30日の快晴に白馬本峰に登って雪洞生活を

するうち燃料がなくなり､昨硬漸く大雪渓を通って下山

したが､全員凍傷にやられてしまいました｡それらの人

々をスキーの樹こ乗せたり､背負ったりして22時頃細野

の丸正宅に帰り窟きました｡

この一回の山行の間に気圧配置は冬型-移動高一冬型

ー旋風-冬型と変化して居り期せずして一通り冬山の気

象を学ぶ事が出来ました°従って皆さんにもきっ-と参考

になる事でしょう｡ (気象庁山岳部)

･JrmmmJj/JmTPmmmmm241mm-nm"i------∽-----脇の--∽-----∽---〟--∽--Vmmqlmの

｢それはね核の木の実や杉の英それにハシノキの実も食

べます｡春先さはやわらかい木の芽も食べます｣

｢ほう./植物ぽっかりで虫などは食べないんです?｣

｢小さい虫なら食べますよ｣と彼方に飛び去った｡あと

には静坂と木棺が吹いていた° (写真は春先のマビワ)

マ　　　ヒ　　　ワ

長　沢　修　介

紅葉も木棺と共にひと葉ひと葉と散ってしまい林の中

はすっかり丸坊主になってしまった木が寒々と立ってい

る｡時折聞えるカラ類の喘ぎ声も赦しそう｡もうほとん

どの冬鳥も雪の積らない南の地方に去って

しまったのだろう｡そんな駁しい林を歩い

ていたらこのマヒワの一語に出合った｡私

は急に楽しくなって彼等と話して見たくな

った｡

｢ねえ､ねえ君達　君達も早く雪の積らな

い地方に行かないと今に雪が積って寒くな

り何も食べる物がなくなってしまうよ｣

｢ぇ､私達のこと?大丈夫ですよ｡私達の

食物は核の木や杉の木が沢山蓄えておいて

くれるんですから｡それに私達の仲間のほ

とんどが北のシベリア地方で生れたんです

からそんなに寒くないんです｡ ｣

｢でもさ､雪が降ったら何を食べるの?｣
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ミ　　　ソ　　テ

_　中信万富の場合　　　福　沢　武　一

梓川の嘆を訪ひ来て雪にあひぬ今年初め

ての雪重き重きそのミソテ雪

地につくと共に影なきシトレ雪はことれ

るらしき靴のつつとすべる

去年の12月､日は忘れた､島々箔へ単身方言調査にで

むいた｡曇り空の寒い日だった｡現地へつくと､ミゾレ

になっていた｡終点駅から冷たいものに濡れて目的地に

向った｡中信地方でミゾレは一般にミソテ｡峡路に落ち

るそのミソテはたちまち消えた｡靴の底がしきりとすべ

った｡梓川を渡って橋場の奥原氏を訪れたo折よくは在

宅した氏は喜んで炬燵に招じてくれた｡早速なにくれと

なく方言の教示をえた｡ミソテの外に､シトレユキと呼

ばれていることを知った｡それは僕の耳に異様に響いた

帰来､自分の方言調査簿をひらいて二とびっくり｡す

でに類称が拾われていたのだから｡それは､ -シトレ

イキ(大田市平源汲｡南安曇稲核) ･シドレイキ(北安

曇美麻千見｡東筑産朝日村) .アマンドレ(南安曇大野

川) ｡アマは雨｡東条操氏｢全国方言辞典｣にもシトレ

が報告されている(島根･山口) ｡しかもシトル(湿る

)が並話される(埼玉､山梨､和歌山) ｡シドロユキも

異系ではない｡ (北安曇南小谷以南｡南安曇有明･穂高

･豊科･温･倭､東筑麿広澤.七賞･筒賀･広丘) ｡

これで特徴語シトレユキ類の素性ははっきりした｡分

布からいって､当地最古の共通語を考足される｡ここで

僕はもう一つの主語を忘れない｡餅つきの打水がシトで

あることをo僕の生地伊那でもシトを打つといいならわ

している｡

次に､標準語のミゾレについて調べる｡といっても､

日本語の語源考察は｢大言海｣しかない｡それも必ずし

も信頼しがたい｡とにかく｢大言海｣のその項をさかすと

ミズアラレ(水霞)の約を云う｡冬降る霞の脆くして

雨と共に降るもの｡

｢霞の脆くして｣も変だけれど､もっと変なのは､ミ

ゾアラレかどうつづまったらミゾレになるだろうか?･･･

王朝時代中期の古辞書｢和名抄｣にミゾレとある｡前代

の記録にない点､当代に生れた一語かと思われる｡する

と､ひどい語変化はまだ起っていないはす｡そこで､次

の私見を提唱したい｡ -ミヅオレ(水折れ)かつづま

ったのかミゾレた､とo折れは折合いのオリと同じもの

これは互に交り､はきまり､調和すること｡ミゾレは､

雪の中に水が､つまり雨が､まざっている次第だ｡

ミゾレは雨と雪とが上古に融合して完全な一語となっ

た｡それにくらペると､次のものは新成語｡ -ミズユ

キ(北安曇中土) ､アマユキ(同北城･木崎｡南安曇大

野川) ｡アマは雨｡ ｢方言辞典｣によると､アメユキ(

青森･岩手･愛媛) ､アマユキ(秋田･岩手･島根･大

分) ､岩手の特異詩人宮沢環海｢永訣の朝｣のリフレイ

ンを思いださすにいられない｡若くて死んだ愛妹の言葉

がそのまま折りこまれているo　それは-アメユジュト

テチテケンシャ(雨雪をとってきて下さいね)
･ミソッグレイキ(北安曇北部･美麻･平･旧大町･松

川･南安曇穂高･明盛･島々)

ミックレイキ(北安曇北城･美麻･平)

ミソッタレqb安曇神城･美麻･平･常盤)

ミソダレ(北安曇北小谷)

これらはミゾレ･ミソテと同列に並はない｡味噌垂れ

と､音義のまま考えることも託されないoここでも｢万

言辞典｣のお世話になると､ -ミックレ(みぞれ)大

阪･京都与謝･兵睡･鳥取｡
一類は北陸経由で上方から遠来｡ある時代に-さし

て古くない時代に､生れたのだoというよりも､長い改

案を経て新しくこの語形にとどき､語義の面白さか変賭

され､定着し､広く流布したのだ｡その原形は?･･････ミ

ゾレにはミゾレであったうう｡ミソテの場合も同様｡ゾ

が清音化している点､相当以上大昔のこと｡ミソテ｡ミ

ックレの新旧は? ･･････南安曇西山部を除いて中信一円に

ミソテが分布する点､この方が古参｡レ音の変化は古語

ハダレ(淡雪)がハーテとなったのに比例する｡この方

は北安曇北部を除いて松本平に共通語｡

南安曇西山都にはも一つ特称が拾われるo

それは､アマシビデ(大封川) ･ユキシビデ(稲核)｡その語

義を解くために､もーと｢万言辞典｣に援助を仰ぐ｡と､

シブックレユキ(新潟中浦原) ･シミグレ(島根) ｡

一万､シブタレ(島根･三重)シミックレ(千葉)が湿

地｡そこで､シビデは湿メル､ひどく湿っぽいジメジメ

渋ィ､シプキ(飛沫)などと同祖｡まことに寄綾なからけ

ちくさいシミックレとも同根といねざるをえない｡それ

はともかくも､南安曇のシビデに理解のいったことはめ

でたい｡アマ.ユキは後から載せられたものに相違ない｡

最後に北安曇中土の相沢氏から教示をえた一語を記し

て拙文を終るoそれは､シオタレユキ(みぞれ) ｡シブ

ックレユキに語感は一番近い｡ミゾレにあい､雨具など

もなくて身もJIhもシオタレているさまが思い浮かぶoこ

こでは拙い考察に立ち入ることを敢て省略する｡ミゾレ

にあった島々宿の思いでを棲むことで満足したい｡

(屋代恵投教愉)
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昆虫の越冬をめぐって
輿　水　大　仰

北アルプスの冬は早い｡

行き交う人の､夏山登Il贋が消えたと思う間に､北アル

プスの連山一帯は早くも薄化粧をした｡

こうして､たちまちのうちに､雪に埋れた景観が連山

の峰々ならず人里までやって来るのも､信州の北端､此

処大町ならではの､特異な風物であるように思われる｡

春から夏には､いたる所で繁栄を極め､いたる所で目

にふれた昆虫達も､こうした気膜の変化に順応してか､

今は仝くその姿をひそめてしまった｡彼等は各所各地に

散在して､おのおの､それぞれに住みをか得､そこにじ

っとひそんで､長いきびしい冬に耐え､やがて来る春を

待ちつつ生命を保持しているのであるo

こうして冬越しの態勢に入った時期が､私達〝虫ヤ､

-特に採集､観察をする者にとって一一には絶好の期

であり､私もその一人として､時を得ては越冬昆虫の調

査､採集にめるきまわっている｡

以下ここに紙面をいたいたので､冬越しをしている虫

達の後を過って､採集､観察の記録と一般的解説をして

みたい｡

i　適温と越冬(冬眠)

全ての生物には､その生長や活動に最も適した温度す

なわち適温がある｡この適温の範囲は生物によって異る

が､何れも環境が適温外の温度になると､生長や活動が

正常に行われなくなり､また時には生長や活動を停止し

てしまう､もっとはなはだしい温度差が生すると死んで

しまう｡

また生物は､外界の温度に関係なく一定の体温を保持

する定温動物と､外界の温度変化に依って体温変化を来

す変温動物とに二分されるが､昆虫は後者に属するので

外界の温度が低下すると(適温外になると)体温も低下

し､不活動の状態におちいり､従ってここに越冬と云う

現象が生ずる｡そしてこの不活動のはなはだしい状態で

ある休眠が行われるのである｡ (休眠iiま､冬眠と夏眼の

別がありここでは主として冬眠を云う)

こうしたことから昆虫の大半は冬にそなえて越冬の態

勢をとるのであるが､その越冬態は必ずしも一定でなく

種によって異なり､成虫､幼虫､卵､蛸､と各穣各様の

変態ステージで､いろいろな冬の悪条件に対し適応した

型をとって越冬をしているのであるo

I　休眠の重要性

昆虫の休眠は只単に温度変化による現象とのみ云い切

ることは出来ないようであるo休眠の程宴の探い浅いは

種によって契るが､何れも昆虫の生理面とも深い関連が

:､ �� 
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リンゴ樹皮下のセミの卵　(倉田稔氏写)

あるようであるo例えば､ハサミムシなどは､冬を越さ

ないと生殖器が発育せず従って交尾や産卵が不可能にな

り､またカツオプシムシは15°C以下の低温に適わない

と産卵し得ないと云われている｡私もミドリシジミの卵

を昨秋採集し､温度変化のほとんどない所に保護してお

いた結果､つい-卵もふ化し得ず全部死んでしまった経

験があるが､このようなことから考えても､越冬は昆虫

の性殖､繁殖と関連して､趣めて重要な過程であるよう

に思われるo (ノミ､シラミ､イェバェ､アヅキゾウム

シ､コクゾウムシ､ゴキブリ､ノシメコクガ､モンシロ

チョウ､アカイェカなどは特にこの重要性はない)

H　越冬する昆虫たち

次に晩秋から最近までに､このあたりで私の見た越冬

昆虫と､その住みか､状態などについて記してみる｡

･小谷温泉附近で一一1 1月20日-

申谷川を､川すじにそって登って行く道々の川端の柳の

木の目ほしい太さの根元の苔を静かにはぎ取ってみると

皮の割れ目に体長2Y,0位の小型のトビハムシがたくさん

いた､ヨツホシケシキスィ､やはり小型なシンクイムシ

ャドリパテ､アフラムシなどや､テントウムシなどすい

分たくさんな種がひそんでいる｡温泉附近の岩の割れ目

をのぞくと､チャバネフォカメムシが集団で越冬してい

た｡こんな頃にウラナミシジミが､やがて来るだろう死

を前に､日当りの良い石垣に題を休めていたのも印象的

だった｡温泉に入り帰り道､道端にうず高く積まれた薪

特にナラ､トチの喪をはいでみると､小型のヒメヒラタ

ムシがたくさんいた｡アカマツの朽ちた株の中に丸く住

み良さそうな巣を作ってススメパテがおり､栗の大木の

材木には夏期あまり得ることの出来ないクビクロサシガ

メをはじめ､数種のサシガメがたくさんいた｡ゴミムシ

やハネカクシ類は､しめった所の木や石の下で見ること
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が出来た｡

｡七倉で-11月3日

クモマツマキチョウの越冬観察に行ったが､目的を果し

得ず終ったが､花崗岩の石下にジヤノメチョウの鏑がぶ

ら下って越冬しているのに出あった､またヤナギの朽木

中でオサムシが得られた｡ツチハンミョウが一頭､未だ

住みかを得ずしてか草むらをモゾモゾとはい廻ってもい

だ｡多くの昆虫は冬仕度を急いでいる此の頃､これから

発生の最盛期に入ろうとする変った昆虫もいる｡それは

本州にのみ見られるムシヒキアブの一種ハタケヤマヒゲ

ボソムシビキで珍稀な種に屈するが､これが活力旺盛に

とび廻っていたが一寸チグハグな感じがした｡ヨモギハ

ムシも同様に全くスローとも云える虫であるo枯れ果て

た草むらの中に赤く変色したヨモギの葉を今頃､盛んに

むさぼり食っているのもあれば､交尾などしているもの

もある､何時になったら､どこへかくれるのか､この虫

の行く末が案じられた｡

｡鹿島､黒沢で-11月3日-

暁島の谷は神社の社殿が多い関係から､多くの大木が

あり､昆虫の越冬場には最適の地であるように思う､そ

れにつけても各地の森林の大木が切り倒されていくのか

物さびしい気がする｡

社殿のチョロチョロ流れる流れの水は手を切る程に冷

めたいが､このIiの石下にはトワダカワゲラがじっとへ

ばりついて越冬している｡トチの大木の更をはくと､そ

の名にふさわしいぺちゃんこの体型を持つルリヒラタム

シが二頭三顧と寄り合って越冬している｡黒沢高原を越

える時ふっと振り返ると連ilの峯に秋の夕日が映えて､

山はだがくっきりと浮かぶ､真白い雪の下にも､高山昆

虫が眠っている車を思い今冬の安全を念じた｡

比の夏発電所の水門はすい分多くの蛾を採集した所で

あるが､もう一頭も見ることが出来なかった｡

･居谷里の湿原で-12月4日--

棉葺と落葉に埋れたこの湿原のおちこちの深みをのぞい

て見ると､水中に沈み泥をかぶった落葉がわずかに動く

そっとそれを取り除いてみるとゲンゴロウだが､ガムシ

ヒメゲンゴロウ､などがこうした水中の泥の中や湿地に

もぐって越冬しているのか見られた｡時折水中から浮か

び上って､水面に来て-杖尻から小さな気泡をはいて再び

水中探くもぐって行くオオミススマンも見られたが､何

となく動作がにふく思われる｡

湿原it)いたる所に自生するハンノ羊の椴を引きとうる

と､その休眠芽に点々とミドリシジミチョウの卵がたく

さん見られる､ここはこの嬢の生殖に最適の地とみえて

比の夏はうなる積の謡団を見た｡またここの湿原の周囲

はススキが諮生しているが､この枯葉をたん念に調べる

とキンイチモンジセセリの老令幼虫の越冬が見られる｡

･木崎湖の周辺で-12月　6日-

杉の大木の根元の此格的乾燥した所に､クモと同時にヤ

ニサンガメが二､三頭づつ見られる名の示す如く体表面

に一面､ヤニ状の粘液を出している特異な種であるかこ

の昆虫は､早くから､両も深い眠りに入るのか､つかま

えても足一本動かさず､生きているのかいないのかの判

定もつきかねる虫である｡ナラの根元の苔下には､コメ

ッキムシやゴミムシが見られた｡弁天様附通の水中､石

下にはモンキマメゲンゴロウが二三頭砂にもぐっていた

粟の大きな材木の朽ちた皮をはいたら､キマワリの幼虫

がすい分いたが､其の後再び行ってみた時は､どこへや

ら姿をかくし､つい一頭も見ることが出来なかった｡

田の積わらの下には､カマキリの-令幼虫ににだメダ

カフグホシハネカクシがたくさんいる｡また墓地の桜の

大木が朽ち根元が土とまじって黒化している中には､ヒ

ラタシデムシがたくさんいた｡

皿　どれ程の昆忠が越冬しているか

今までに記した越冬昆虫はこく限られた範囲の､こく

少数の昆虫であるが､いたる所で越冬しているに相違な

い｡こころみに農林省四国農業試験場昆虫研究室の報文

を招介すると､オニシバ及びチガヤで密に覆われた南傾

斜地5.3mX 0.5m中に40種597頭の昆虫の助成忠が見ら

れたと云うが､これは驚くべき数である､載,こ埋もれた

銀一色の比の中にも､これ程多くの虫たちが､生命を保

ち続けているのである｡

†　おわりに

越冬昆虫を尋ねあるくにつけ､自然の不思議さにあき

れ､何か知らぬ法則的なものを感ずる例えば樹皮下に越

冬するものは､およそ地上50-100cm対外に多いこと｡

樹の南面より北面に多いこと｡活動期には､互に個立生

活を営み勝ちなものが越冬期にはとかく､集団性を持つ

こと｡食草や食樹とは特に関孫なく越冬地を求めること

等々生態面にも生理の面にも未知な郵象ばかりである｡

(大町南平小学校数輸)

ハ　パ　テ　の　幼　虫
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岩石薄片の顕微鏡観察

大　町　附通の着石(4)
斜　長　石(2)

写真の中に三つの大きい結晶がありますが､これらは

みんな斜長石です｡真申の結晶には､前の回に書いた累

帯構造がうすくみえています｡その両側の結晶では､縦

横に黒い縮かみえています｡これは双晶(Twin)とよ

はれるもので､ 1つの新品の中で､細い幅をもった方向

のちかった部分が規則正しく組み合っているのです｡手

の平を自分の万へ向けて両方ならべてみて下さい｡小指

がくっついて両方の外側に親指があります｡両手の間に

鏡をおいてみると､右の手を鏡に写した線が丁度左手と

同じになります｡この鏡のような面を対称面といゝます

これと同じことを結晶の中で考えてみましょう｡結晶に

も方向性があります｡指先の方向と手首の方向とに当る　還

ものがあって､それを矢印で示すとします｡図は､方向

性のある結晶がどんな具合に組合わさっているかを示し

たものです｡このような組合い万の様式にはいくとおり

かあって､それぞれ名前がついています｡写真にみえて

いる黒一日の縞はこのような結晶の方向のちかいによっ

てできるものなのです｡

このような双晶は､ 2つか3つが一緒に組合ってでて

きます｡又､同じ様式が何度もくり返しででてきて､沢

山の縞ができています｡このような手の平のようなくり

返しがどうしてできるのかは､まだよくわかりません｡

しかし岩石は顕微鏡でみていると､斜長石のほとんど全

部といっていゝ位のものが､この双晶をもっています｡

そして､同じようなでき万でできたと考えられる岩石に

は､かなり似かよった様式の双晶がどれにもみられます

ですから､ちかったでぎ万でできた岩石は､ちかっだ様

式の双晶をもっています｡このような特長がわかってく

訂正　　5巻11号7頁

左側14行目　などえも

19　〝　　え通し

19　〝　　そこえ

21 〝　　のチえ

22　〝　　先え

27　〝　耐え

28　〝　　アシえ

お願い　五紙の騰議と希望の方は1カ年購読料17

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便魯為､

郵便切手で長野県大町市､大町山岳博物館あてと

送金下さい｡　　　　　　大町山岳博物館

太　田　昌　秀

ると､この双晶は､岩石のでき万を研究する上で､忘れ

ることのできない大切な現象の1つであると考えられま

す｡

これまで､いくどにもわたって書いてきましたように

岩石を薄くすりへらして顕微鏡の下で詳しく調べてみる

と､いろいろなことがわかるのです｡私達は山を歩いて

ハンマーで石をたゝき､沢山の岩石がどのような順序で

どのような場所にできてきたかを大まかに知ることがで

きます｡このようにして大づかみに理解したことを､顕

微鏡で一層こまかにあとすげて､岩石ができてきた過程

を明らかにしようと努力しているのです｡

この外に､もっと大きく拡大して調べるときはに､馬

子顕微鏡というものが使われます｡これは､物を8000倍

から40000万倍にまで弦大してみることができますから

1棚の1/1000位の大きさのものをみわけることができま

す｡　　　　　　　　(北海道大学地銀教室)

35　〝　　ウラえ

37　〝　素足え

36　〝　耐え

右側4行目　中え

5　〝　　え埋け
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